
Ｉ
Ｆ

ｉ

去
る
、
１
月
２６
日

（水
）
お
隣
の
国
、

大
韓
民
国
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー

プ

「大
韓
伝
統
歌
舞
団
」
が
、
上
県

町
の
２
箇
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（喜

多
の
苑

・
御
獄
の
里
）
を
訪
問
さ
れ
、

色
鮮
や
か
な
衣
装
に
身
を
ま
と
い
、

占
来
よ
り
郷
土
に
伝
え
ら
れ
た
力
強

い
舞
踊
や
歌
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。
利
用
者
の
中
に
は
、
大
韓
民
国

に
住
ん
で
い
た
方
も
い
て
、
首
を
懐

か
し
み
涙
な
が
ら
に
、
素
晴
ら
し
い

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
見
入
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
来
日
さ
れ
た
奉
仕
団
の

団
長

「金
　
一死
謙
氏
」
を
含
め
、
１８

名
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
異
国
情

緒
豊
か
な
雰
囲
気
に
酔
い
知
ら
さ
れ
、

職
員
を
は
じ
め
利
用
者

一
同
、
大
変

心
地
よ
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今

回
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
受
入
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「国
境
の
島

〓

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
」
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
ご
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
関
係
者

各
位
に
紙
面
を
お
か
り
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。



例
年
の
事
な
が
ら
市
民
の
皆
様
に

は
、
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集

口
赤

い
羽
根
共
同
募
金

田
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
る

ご
理
解

・
ご
協
力
頂
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
各
支
所
の
実
績

を
下
記
に
表
示
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
十
二
月
に
実
施
し
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
で
は
、
市
内

の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
世
帯
、
寝
た
き

り
老
人
世
帯
等
へ
配
分
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

ご
協
力
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。実

施
期
間
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

口
回
面
０
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
働

５
月
１
日
～
５
月
３‐
日

働
働
□
□
鶴
□
日
ａ

ｌＯ
月
１
日
～
１２
月
３‐
日

働
髄
轡
口
鹸
餞
口
８
鞭

‐２
月
１
日
～
１２
月
２５
日

厳 原 支 所

平 美 津 島 支 所

成

玉 支 所

日本赤十字社社資
(円)

2,342,408

1,093,222

564,519

371,600

646,956

627,381

5,646,086

5,261,000

107.3%

00000

赤い羽根共同募金

(円)

2,601,865

1,332,624

916,592

482,303

840,641

647,384

6,821,409

6,183,000

110.3%

歳末助けあい募金

(円)

1 3 1 , 1 1 1

411,242

277,676

318,860

388,910

596,836 ′

2,124,635 1

2,030,000 1

104口6% コ

口
日
価
ロ
ロ
ロ
ａ
自
目
日
・田
０
□
田
田
ロ
ロ
ａ
・観
癒
ロ
ロ
鹸
翻
翻
圏
翻

占
工
口

士
出
十管

実

績 上 県

支  所

支 所

曲一里　　　　　膿暉

‐６
　
年
　
度

十一言
ロ

額

率

標

成達

上 対 馬 支 所

△
口



平成16年 12月 2日 ～平成17年 3月 1日 までの約3ヶ 月間、上対馬町琴地区に

になる原因の多くに転倒による骨折があげられ、特に高齢者の骨折は寝たきりに

繋がるばかりでなく、さらに認知症 (痴呆)へ 発展することもあり、転倒予防は

大変重要であるといえます。そこで、私達の社会や生活環境の中から転倒の原因

を取り除き、高齢者ができる限り介護状態に陥ることなく健康で生き生きとした

生活が送れるように、研修会を通して支援することを目的として開催しました。

内容は、ミニ講話と体操 くてんとうむし体操〉を中心に体力測定も行い、参加

者皆さんにとても好評で楽しく笑顔の出る教室となりました。この教室が健康の

ために少しでもお役に立つことを願つています。これから先も多くの皆さんに広

めていき
“
転ばぬ先の教室

"と
なるように開催予定です。

ロ   ロ  上 対馬町在宅介護支援センター(対馬市社会福祉協議会上対馬支所)

口日働口 対馬地域リアヽビリテーション広母受援センター

上対馬病院・対馬市役所上対馬豆所

0



鶏
鳴
小
学
校
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
、
鶏
鳴
第
１

コ
第

２
老
人
ク
ラ
ブ
の
１７
名
は
楽

し
み
に
し
て
学
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
１
年
生
の
元
気
な
歓

辺
の
言
葉
や
歌
を
も
ら
つ
て
、

老
人
達
か
ら
も

「楽
し
み
に

し
て
来
ま
し
た
よ
。
」
と
言

っ
て
自
己
紹
介
を
し
、
子
供

達
と
伸
良
し
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
側
で
組
ま
れ
た
遊
び
の

内
容
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
道
具
を
使

っ

て
の
遊
ぴ
方
で
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
先
ず
全
員
で

紙
で
っ
ぽ
う
づ
く
り
で
す
。

ざ
わ
め
く
子
供
達
に

「今
か

ら
使
う
の
は
耳
と
手
だ
ぞ
、

回
は
使
わ
な
い
ぞ
」
の
注
意

の
言
葉
に
、
さ
す
が
お
し
や

べ
り
を
止
め
て

一
生
懸
命
作

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で

パ
ン
パ
ン
と
大
き
な
音
が
鳴
り

大
喜
び
の
子
供
達
。

今
は
核
家
族
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
老
人
の
い
な
い
家
庭
が
多
い

で
す
。
老
人
会
の
方
も
前
も
っ

て
お
手
玉
を
作
っ
て
来
た
り
、

竹
ト
ン
ボ
を
‐６
本
も
作
っ
て
来

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
方
も
い

ま
す
。
子
供
達
は
夢
中
に
な
っ

て
お
年
寄
り
と
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
カ
ル
タ
ロ折
り
紙

口
お
手

玉

・
メ
ン
コ

・
竹
ト
ン
ボ

ロ
そ

の
他
、
老
人
会
の
方
も
大
興
奮

で
す
。
ま
た
た
く
間
に
給
食
の

時
間
に
な
り
子
供
達
が
迎
え
に

来
ま
し
た
が
、
廊
下
を
歩
き
な

が
ら
手
を
固
く
つ
な
い
で
離
さ

な
い
子
供
が
い
ま
し
た
。
老
人

会
の
方
々
の
感
想
も
孫
の
よ
う

に
可
愛
い
か

っ
た
と
言
わ
れ
、

疲
れ
も
忘
れ
無
心
に
子
供
と
遊

ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
残

っ
て
い

ま
す
。
子
供
達
に
と

つ
て
も
老

人
会
の
方
に
と

つ
て
も
、
今
回

の
交
流
は
温
か
な
後
味
を
残
し

去
る
、
１
月
１９
日

（水
）
上
県

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

上
県
町
内
の
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
及
び
老
人
ク
ラ
、フ
会
長

を
対
象
と
し
た

「シ
ル
バ
ー
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
に
は
、
２４
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
午
前
中
は
昨
年
度
の
活

動
実
績
報
告
、
そ
の
後

「諫
早
地

区
保
護
司
会
事
務
局
長
」
の
神
代

克
彦
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
『ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
敬
意
を
表
し

て
』
と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
、

同
じ
く
神
代
氏
よ
り

『
み
ん
な
で

一
緒
に
や
つ
て
み
ま
し
よ
う
！
』

と
題
し
て
、
高
齢
者
向
け
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
を
実
演

口
ご
指
導

一

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
一

講
師
の
先
生
は
、
４。
年
余
り
小

一

学
校
の
教
員
も
動
め
て
お
ら
れ
た

，

と
の
こ
と
で
、
講
演
内
容
も
わ
か

，

り
や
す
く

日
興
味
深
い
お
話
を
沢

一

山
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

，

ん
も
童
心
に
帰

っ
て
楽
し
い
ひ
と

，

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
一

こ
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
一

少
し
で
も
次
の
活
動
に
役
立
て
て

，

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
一



触
れ
あ
い

去
る
、
１
月
７
日

（金
）
豊
玉

町
在
住
の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を

対
象
に
、
豊
玉
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
ふ
れ
あ
い

「七
草
食

事
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
食
事
会
は
、
豊
玉
高
校
が

主
催
と
な
り
、
対
馬
市
社
会
福
祉

協
議
会
豊
玉
支
所
の
共
催
で
、　
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
招
い
て
生

徒
が
つ
く
っ
た
料
理
を
も
て
な
し
、

食
事
会
を
通
し
て
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
参
加
さ
れ
た
方

々
は
、
対
象
者
１４
名

・
豊
玉
高
校

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
２３
名
が
参
加
さ
れ
、

対
象
者
も
生
徒
が
つ
く
っ
た
温
か

い
七
草
粥
を
前
に
ひ
と
時
の
や
す

ら
ぎ
を
味
わ
え
た
よ
う
で
し
た
。

食
事
の
後
、
対
象
者
と
生
徒
た
ち

が

一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
対
象
者
も
曽
な
が
ら
の
懐

か
し
い
遊
び
に
、
孫
の
よ
う
な
生

徒
た
ち
と
の
交
流
を
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

対
繍
薔
毬

移
プ
達
自
畿

寵
轟
壼
部

３
月
９
日
、
豊
玉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

に
お
い
て
、
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
含

会
豊
玉
支
部
第
２３
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
老
人
の
健
康
保
持
と

親
陸
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
行
わ
れ

た
大
会
で
、
７。
歳
代
の
部
と
６０
歳
代
の

部
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
２９
チ
‐
ム
が
参
加
さ
れ
、
優
勝
を

目
指
し
熟
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（結
果
は
下
記
参
照
）

□■60歳 代の割日□ □ ■70歳 代の部■□

順 位  チ ー ム 名  順 位  チ ー ム 名

懃 !
３
月
６
日
、
峰
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

「み
ん
な
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
入
門
講
座
」
が
峰
地
区
公

民
館
講
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
養
成
等
事
業
の
最
終
年
も
終

わ
り
に
近
づ
き
、
そ
こ
で
、
原

点
に
返
リ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
つ

い
て
も
う

一
度
考
え
る
と
共
に
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災

書
に
そ
な
え
災
喜
時
の
活
動
に

必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象

は
、
商
工
青
年
部

口
商
工
婦
人

部

口
漁
協
青
壮
年
部

口
漁
協
女

性
部

・
各
婦
人
会

口
青
年
団

ロ

老
人
ク
ラ
ブ

ロ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

登
録
者
を
対
象
に
約
１
０
０
名

が
参
加
さ
れ
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
島
原
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協

議
会
事
務
局
長

旭

芳
郎
氏
に

よ
る

「誰
に
で
も
で
き
る
災
喜

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
と
題
し
て
、様

々
な
災
書
時
の
実
体
験
な
ど
の

講
演
を
い
た
だ
き
、
次
に
百
心
い

や
り
の
心
を
考
え
よ
う
―
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
と
地
域
の
輪
」
と
題

し
て
落
語
家

・
教
育
評
論
家
桂

文
喬
氏
に
よ
る
、
笑
い
あ
ふ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
講
演
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
も
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
意
義
や
知
識
を
再
確
認

さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。



(カロ入できる方)

ポ静ンティプ掴人隷危機が拳レ☆ィアゲジ静…プ、N碑 の法人憲施tぶ者の開層の熱鰻のポ器ンテイ♂
(ただし、社会福社協議黛に整鎌ま施艦委嘱されでも札る墨造が懲襲です)

(補償の対象となる方)

。ボランティア個人、ボランチギPの 整聾業務部 kN貯 ○法人
※2〈館償事故のみ)

※ 1ボ ランティアが子供で責任能力がない場合には、親権者など監督義務者が法律上の損害賠償責任を負う場合
があるため、被保険者としています。

※2 NPO法 人に所属するボランティアの場合、ボランティア活動中の事故により、NPO法 人が法律上の損害
賠償責任を負う場合があるため、被保険者としています。

圏本国内fこぬける 「自藁轟懇隷愚tこ轟づき他人や楢盆t逮轟麟する熱鰻のポランテイア高軸Jで 、
下記の①～③のいずれか健議襲ずる瀬動としまず。

①グル
ープの会則に則り企画、立案された活動であること(グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です)

②社会福祉協議会に属出た活動であること

③社会福祉協議会に委嘱された活動であること

|||||‖|||

圏本国内fこぬける 「自藁轟懇隷愚tこ轟づき他人や楢盆t逮轟麟する熱鰻のポランテイア滝動J

下記の①～③のいずれか健議襲ずる瀬動としまず。

保険金の種類 容内の金険保
加 入 プ ラ ン カ補 償 金 額

Aプ ラ ン Bプ ラ ン Cプ ラ ン

傷

事

故

死 亡 保 険 金
ケガのため、事故の日から180日 以内に不幸にして亡くなられたとき、死亡保険金額

の全額をお支払いします。
1161,9万 円 2350日2万 円 3571,1万 円

害

金

障

険

と爆後

保

ケガのため、事故の日から180日 以内に身体の
一部を失つたり、その機能に重大な障

害を永久に残されたときは、その程度に応じて後遺障害保険金額の 3～ 100%を お支

払いします。

1 1 6 1 , 9万 円
(限度額)

2350.2万 円
(限度額)

3 5 7 1 , 1万円
(限度額)

入 院保 険金

(1日につき)
ケガのため入院されたときは、事故の日から1000日 以内の日数に対し入院保険金日

額をお支払いします。
6,200円 9,300円 12,400円

通 院保 険金

(1日につき)
怪我のため医師の治療を受けたときは、事故の日から1000日 以内の通院日数 (90日

限度)に 対 し通院保険金日額をお支払いします。
4,000円 6,200円 8,200円

手 術 保 険 金
入院保険金をお支払いする場合で、そのケガのために手術を受けたとき入院保険金日額に手術の種類に応じた倍率

を上乗せしてお支払いします。

(1 0倍、2 0倍 または40倍 )を 乗 した額

賠
償
事
持

第二者の身体または財物に障害を与え、法律上の賠償責任を負つたとき保険金をお支

払いします。

免貢金額はありません。

5億 円
(限度額)

5億 円
(限度額)

5億 円
(限度額)

!圭卜     金  (年  間 )
基本タイプ A300円 B 500円 C700円

天災 タ イプ 天災A610円 天災Bl,o70円 天災Cl,540円

な ア 弁 ■
つ自 当活
た 身 で 動
が ボ 中
食 ラ
｀

中 ン食
毒 テ ベ
に イた

交 動 ■
通 にボ
事 向 ラ
改 か ン
に うテ
あ 途 イ
つ中 ア
た
｀
活

ケア■
ガ活清
を動掃
し中ボ
た
｀
ラ
転ン
んテ
で イ

人 うテ ■
に途 イ自
ケ 中 ア 転
ガ
｀
活 車

を誤 動 で
さ つにボ
せ て 向 ラ
た 他 か ン

を中テ■
落
｀
イ家

と誤ア事
しつ活援
たて動助
花でボ
び清 ラ
ん掃ン

さ お ア ■
せ 年 活 入
た 寄 動 浴
り中 ボ
に
｀
ラ

ケ 誤 ン
ガ つテ
を て イ
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社
会
福
祉
の

推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
か

ら
心
温
ま
る
善

意
の
こ
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
こ

芳
名

（敬
称
陪
）
を
掲
載
し
、
謹

ん
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
こ
臭

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
奇
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付

金
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
し

卜
ヽ
。
（平
成
１６
年
１２
月
～
平
成
１７
年
２
月
末
分
）

▼
梅

野

保

典

（曲
）

（亡

・
悔

野

政

吉
）

▼
桐
　
谷
　
哲
　
夫

（豆
殴
）

（亡

・
桐
　
谷
　
マ
　
サ
）

▼
山
　
崎
　
キ
ミ
子

（日
吉
）

（亡

・
山

崎

興

輝
）

▼
一”一　
浦
　
　
　
弘

（田
測
）

（亡

。
勝

田

フ

ヂ
）

▼
杉
　
本
　
　
　
徹

（田
測
）

（亡

・
杉

本

達

司
）

▼
小
　
畑
　
　
　
由巨

（尾
浦
）

（亡

・
小
　
畑
　
一霧
　
徳
）

▼
梅
　
野
　
留

　

一

（曲
）

（亡

・
梅

野

半

平
）

▼
戸
　
江
　
義
　
明

（難
知
）

（亡

・
戸
　
江
　
キ
ヨ
ノ
）

▼
黒
　
山有
　
敏
　
男

（大
船
越
）

（亡

・
黒
　
］石
　
常
　
敏
）

▼
酒
　
井
　
美
津
江

（難
知
）

（亡

口
酒

井

俊

こ

▼
牧
　
山
　
良
　
子

（難
知
）

（亡

コ
牧

山

市

三
）

▼
大
　
束
　
　
　
勉

（大
船
越
）

（亡

コ
杉

原

ヨ

リ
）

▼
白
　
山石
　
光
　
義

（福
岡
市
）

（亡

・
白
　
］石
　
亀
太
郎
）

▼
本
　
間
　
チ
ヨ
子

（難
知
）

（亡

・
本
　
間
　

一　

美
）

▼
阿
比
留
　
保
　
弘

（難
知
）

（亡

・
阿
比
留
　
徳
　
払０

▼
中
　
山
　
志
保
子

（根
緒
）

（亡

・
中
　
山
　
九
十
治
）

▼
由一里
　
田
　
信
　
行

（洲
藻
）

（亡

皇

田

隆

幸
）

▼
山
　
田
　
節
　
子

（大
船
越
）

（亡

・
山
　
田
　
　
　
甫
）

▼
西
　
自
　
日日
　
子

（竹
敷
）

（亡

・
西

倉

和

買
）

▼
川
　
内
　
保
　
弘

（大
船
越
）

（亡

口
川

内

美

代
）

▼
若
　
松
　
ト
ミ
子

（嵯
峨
）

（亡

口
若

松

良

夫
）

▼
日
　
一局
　
静

（亡

口
日

▼
中
　
一死
　
利

（亡

口
中

▼
平
　
山
　
鉄

（亡

・
平

枝

（佐
志
賀
）

古同
　
茂
　
八
）

幸

（小
綱
）

一死
　

　

仰
）

男

（志
多
浦
）

出
　
十化
　
枝
）

▼
梯
　
　
　
香
　
澄

（佐
賀
）

（亡

。
梯
　
　
　
　
　
泉
）

▼
鍵
　
本
　
芳
　
徳

（佐
賀
）

（亡

〔
鍵
　
本
　
ス
マ
子
）

▼
双
　
須
　
一　

雄

（佐
賀
）

（亡

・
双
　
須
　
首
本　
紀
）

▼
小
　
回
　
折
日　
明

（志
多
賀
）

（亡

口
小
　
田
　
　
　
力
）

▼
八
　
坂
　
皇票
　
子

（佐
賀
）

（亡

口
八

坂

繁

敏
）

▼
串
　
崎
　
キ
ヨ
子

（志
多
賀
）

（亡

口
串
　
崎
　
芳
衛
門
）

▼
田
　
□

　

　

徹

全
二
根
）

（亡

口
田

口

光

雄
）

▼
岡
　
野
　
澄
　
代

（志
多
賀
）

（亡

口
岡

野

梅

雄
）

▼
松

村

夏

子

室

根
）

（亡

Ｂ
松

村

政

雄
）

王
扇
　
　
　
正
　
年

（狩
尾
）

（亡

‘
扇
　
　
　
千
鶴
子
）

▼
荒
　
木

　
一　

夫

（三
根
）

（亡

尭

木

熊

男
）

▼
大
　
石
　
勝
　
明

（中
山
）

（亡

口
大

石

重

童
母

▼
平
　
山
　
臆
　
生

（志
多
留
）

（亡

口
平

山

将

監
）

▼
石
　
山
　
香
　
害員

（佐
須
奈
）

（亡

・
石
　
山
　
　
　
勝
）

▼
海
老
名
　
博
　
信

（佐
護
）

（亡

Ｂ
海
老
名
　
夕
　
力
）

王
局
　
　
　
長
　
男

（鹿
見
）

（亡

〔
扇
　
　
　
敦
　
美
）

▼
須
　
川
　
謙
　
次

（御
国
）

（亡

・
須
　
川
　
ヨ
シ
子
）

▼
早
　
田
　
一　
室忍
（鹿
見
）

（亡

・
早

田

希

吉
）

▼
蔵
　
本
　
枝
美
子

（志
多
留
）

（亡

口
蔵

本

敏

光
）

▼
早
　
回
　
折
日　
郎

（鹿
見
）

（亡

口
早

田

静

子
）

▼
阿
比
留
　
　
　
秀

（鹿
見
）

（亡

口
阿
比
留
　
伊
吉
郎
）

▼
斎
　
藤
　
室思
　
旧
ル
（瀬
田
）

（亡

田
斎
　
藤
　

ンヽ
ズ
エ
）

▼
米

田

春

子

害

）

（亡

・
米
　
田
　
藤
三
郎
）

▼
犬
　
束
　
辰
　
美

（網
代
）

（亡

。
犬

束

タ

ク
）

▼
阿
比
留
　
貞
　
彦

（舟
志
）

（亡

・
阿
比
留
　
宮
　
子
）

▼
梅
　
野
　
幾
久
人

（比
田
勝
）

（亡

・
悔

野

八

重
）

▼
篠
　
田
　
良
　
秀

（大
浦
）

（亡

・
篠

田

宮

子
）

▼
岡
　
山
　
時
　
子

（比
田
勝
）

（亡

・
岡

山

弘

光
）

▼
小
　
池
　
民
　
子

（小
鹿
）

（亡

口
小

池

満

則
）

▼
平
　
山
　
〕県
　
万

（比
田
勝
）

（亡

口
平

山

幸

江
）

▼
小
茂
日
　
常
　
人

（福
岡
市
）

（亡

・
小
茂
田
　
遅
　
法母

▼
東
　
　
　
キ
ミ
エ

（福
岡
市
）

（亡

Ｂ
東
　
　
　
光
　
伸
）

▼
対
馬
商
業
共
同
組
合

代
表
理
事
　
酒
　
井
　
幸
　
弘

（美
津
島
町
鶏
知
）

●5ペ ージ2段 目 上 県支所

(誤)斉  藤    恥  →  (正 )斉  藤    聡

● 5ペ ージ2段 目 上 県支所

(誤)平 間 三 教 → (正)平 間 正 教

●5ペ ージ5段 目 上 対馬支所

(誤)小  宮  ト モコ →  (正 )小  宮  ト モヨ
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日本赤十字社は、世界181カ国の赤十字と手をつなぎ、人道 日博愛の精神を基に、国内および

世界各地でさまざまな活動を行つております。

本年も5月 1日からlヶ月間を、全国一斉に 『赤十字運動月間』として、社員増強並びに社資

募集をお願いいたします。

赤十字が行う災喜救護などの活動は、社資 (社員の社費と、社員以外の方の寄付金)に よつて

まかなわれています。一人でも多くの方々の社員へのご加入が、赤十字のさらなる活動につなが

ります。皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。

競ン ン 麟 纏 轟 ン……海外での戦争や災書の被災地を救護、長期支援も行います。

歳盤 欝 鹸 ン 轟 ン……国内の災喜現場で、医療救護を行つたり、救援物資を配布します。

☆塵  麓  嬰  襲 ……災書など緊急時に備え、医療救護班の派遣や、地域医療に貢献します。

☆著 護 師 襲 鶴 轟 醍……救護や医療の現場で活躍できる、看護師などを養成します。

☆鹸  糠  ン  繋 ……輸血を必要とする患者さんのために、献血を募り届けます。

裁講 靭 畿 鞭 熙 ン……救急法 =家庭看護法等の講習会を各地で開催しています。

☆簡 妙 響 髄 幹 響……福祉に貢献する青少年を育成します。

☆流十字拭替拶安ィヌ……赤十字奉仕団をはじめ、赤十字ボランティアが各地で、

人道的活動を広めています。

２
月
末
の
運
行
を
最
後
に
４５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
「寝
台
特
急
さ
く
ら
」

私
は
記
念
す
べ
き
ラ
ス
ト
ラ
ン
、
２
周
２８
日
最
後
の
上
り
列
車
に
乗
車
し
ま
し
た
。
一一

当
日
は
仕
事
を
休
み
、
対
馬
か
ら
飛
行
機
で
福
岡
へ
、
そ
し
て
特
急
電
車
で
長

一一

崎
駅
に
到
着
し
た
の
が
、
お
昼
過
ぎ
で
し
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
１６
時
５０
分
の
出
発
　
！

を
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
待
ち
ま
し
た
。
車
掌
の
合
図
、
ホ
ー
ム
中
に
響
き
わ
た
る

汽
笛
の
首
、
廃
止
を
惜
し
む
声
、
空
に
舞
う
紙
吹
雪
の
中
を
「寝
台
特
急
さ
く
ら
」

は

「東
京
駅
」
を
目
指
し
走
り
出
し
ま
し
た
。
私
の
１８
時
間
３４
分
の

一
人
旅
の
始

ま
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

車
両
は
も
ち
ろ
ん
満
室
、
乗
車
率
ｌ
①
Ｏ
％
。
私
は
７０
歳
代
の
老
夫
婦
と
向
い

合
わ
せ
の
寝
台
で
し
た
。
初
対
面
の
私
を
孫
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
夫
婦
は
長
崎
生
ま
れ
の
長
崎
育
ち
、
戦
中
、
戦
後
の
体
験
談
、
２０
歳
で
結
婚
し

子
供
が
５
人
、
２
人
は
病
気
で
亡
く
さ
れ
た
事
、
長
男
を
東
京
の
大
学
へ
進
学
さ

せ
、
苦
し
い
生
活
の
中
で
仕
送
り
し
た
事
、
長
崎
市
内
の
大
手
造
船
会
社
で
働
か

れ
、
退
職
後
に
東
京
の
長
男
宅
で
同
居
し
て
い
る
事
、
い
ま
だ
に
東
京
の
生
活
に

慣
れ
な
い
事
、
色
々
な
お
話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

「寝
台
特
急
さ
く
ら
」
と
の
出
会
い
は
長
男
の
東
京
進
学
が
決
ま
っ
て
か
ら
だ

そ
う
で
、
思
い
出
の
列
車
で
、
廃
止
を
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い
出
話
し
が

つ
き
る
事
は
無
く
、
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
話
し
込
み
ま
し
た
。
博
多
を
過
ぎ
、

広
島
を
通
過
す
る
あ
た
り
で
、
日
付
が
変
わ
り

「朝
日
を
み
ま
し
よ
う
ね
」
と
約

束
を
交
わ
し
就
寝
し
ま
し
た
。

「大
阪
に
着
い
た
よ
」
と
起
こ
さ
れ
た
の
が
、
４

時
半
で
し
た
。
外
は
真
っ
皓
、
そ
れ
か
ら
京
都
、
岐
阜
、
名
古
屋
を
通
過
し
、
朝

日
を
握
能
し
、
次
は
富
士
山
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
ら
、

ラ
ス
ト
ラ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
快
晴
で
、
き
れ
い
な
富
士
山
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
終
点

「東
京
駅
」
を
迎
え
ま
し
た
。
長
＜
て
短
い

「さ
く
ら
」
の

一
人
旅

が
終
わ
り
ま
し
た
。
余
韻
に
浸
る
間
も
な
く
、
羽
田
空
港
に
向
か
い
福
岡
経
由
で

対
馬
へ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
対
馬
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
便
利
な
飛
行
機
よ
り
も
、

た
ま
に
は
時
間
を
贅
沢
に
使
う
事
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
次
は
青
春
十
八
切

符
」
で
東
京
か
ら
北
上
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、　
一
人
旅
で
す
。
次

は
、
ど
ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
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ン

】
一”ン

一

・
ン

　

ン

　

一ン

　

ン

！

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用してしヽます。


